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1. はじめに 
マルチホップ無線システムの周波数利用効率向上を実現

する手段として，ネットワークコーディング（NC）が注
目されている[1]．一方，周波数利用効率の向上が期待され
るマルチアクセス方式として，インタリーブ多元接続方式

（IDMA）が知られている[2]．本稿では，更なる周波数利
用効率の向上を目的とし，NC に IDMA を適用することを
提案し，その有効性を計算機シミュレーションにより示す． 

2. NCへの IDMAの適用 
 リレーノード(Node R)を介して，Node A，Node Bが同一
周波数でパケットを交換するモデルを考える（図 1）．従
来のマルチホップシステム(Conventional)では，Node A と
Node B のパケット交換に，4 つのタイムスロットを必要と
する（図 1(a)）．一方，従来の NCでは，Node A，Node B
から受信したパケットをビットレベルで XOR し 1 つのタ
イムスロットでブロードキャストすることで，3 つのタイ
ムスロットでパケットの交換を実現する（図 1(b)）．本稿
では，所要タイムスロットを 2 に削減できる NC with 
IDMA を提案する（図 1(c)）．提案する NC with IDMA シ
ステムを図 2に示す．Node Aと Node Bは互いに直交する
インタリーブパタンA,Bを用いて Time Slot 1 で同時にパ
ケットを送出する．Node Rは合成受信パケット rABに対し

①Node A，Node B 各々にデインタリーブおよび復号する
処理と，②復号器出力（外部値）から各々の干渉成分を推

定し rABから除去する処理を繰り返すことで，互いの干渉

成分除去後の復号結果 dA’，dB’を得る．Node Rは復号結果
を XOR後再符号化し，Time Slot 2にて Node A, Node Bに
対して同時にブロードキャストする． 

3. 性能評価 
NC と NC with IDMA を比較した．共通条件として，変

調方式は QPSK，誤り訂正符号は Turbo Code（符号化率
R=1/2, 1/3, 1/6），伝搬路モデルはレイリーフェージング
（遅延波無し），パケットサイズは 1024 シンボルとした．
なお，IDMA の繰返し干渉除去回数は 3 回とした．シミュ
レーション結果を図 3 に示す．符号化率毎に比較すると，
繰返し干渉除去が十分に機能せず NC with IDMA が劣化す
る領域と，所要タイムスロット削減によるゲインから NC 
with IDMAが優れる領域がある．しかしながら，SNRに応
じて符号化率を変えた場合（凡例：AMC），全 SNR にて
NC with IDMAのスループットが優れた． 

4. まとめ 
NC に IDMA を適用するマルチホップシステムを提案し

た．計算機シミュレーションにより，NC with IDMA は従
来の NCより周波数利用効率が向上する事を確認した． 
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図 1   リレーノードを介したパケット交換システム. 
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図 2 提案する NC with IDMAシステム. 
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図 3 スループット特性. 
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